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はじめに

商学部４年生Ａ君の前期の時間割



はじめに

商学部４年生Ｂ君の前期の時間割



はじめに

１･２年次で順調に単位を修得出来れば、
３年次、４年次と徐々に自由に使える時間が増える。

1・２年次で単位を落とした分は、
後に負担が来る（自由に使える時間が無くなる）。

大学生は、時間の使い方が重要！！

【１年間の履修制限単位数】
20CB：44単位 19CB・18CB：48単位 ※集中講義は履修制限から除く

2年次

88(44+44)

96(48+48)

4年次

124(116+8)

124(116+8)

124(93+31)

20CB

19CB

18CB

毎年31単

位の場合

31 62(31+31)

３年次

116(88+28)

116(96+20)

93(62+31)

1年次

44

48

１･２年次

低修得単位の

場合

20 40(20+20) 82(40+42) 124(82+42)



はじめに

おなじ１２４単位の修得でも卒業できる学生と卒業できない学生が毎年存在する。

おなじ４年生でも、週１コマ（卒論）だけの学生もいれば、毎日授業が入ってい
る学生もいる。

この差はなぜ？ 皆さんの現状は？ どんな大学生活を過ごしたいですか？

本当の意味で、大学生活が充実している学生は、授業がない時間を有効的に使い、
様々な活動（アルバイト、ボランティア、海外短期留学など）を行っています。

授業だけを受ける大学生活と、授業+様々な活動を行っている学生とはどちらが
成長できるでしょうか？
自分を成長させるためには、どのような時間の使い方をすべきでしょうか？

大学を卒業することが重要なのではなく、大学卒業後にいかに充実した人生を過
ごせるか、そのために大学生活をどのように過ごすかが重要だと言われています。

大学４年間の限られた時間をより有効的に使うために、無駄な時間を過ごすこと
がないようにするために、しっかりと卒業要件を理解しましょう。



今回の目的

卒業要件を理解した上で、履修登録を！

理解しているという人は、確認のために。
理解していないという人は、理解するために。

※特に、コースと学系の卒業要件を理解できていな
い方が多いようです。。。



教育課程について（おさらい）

外国語科目

•英語・英語会
話及びその他
の外国語科目
を学ぶ

基礎教育科目

•広く様々な学
問を学び人間
力を養う

専門科目

•特定の分野に
ついて専門的
に学ぶ（学部
によって異な
る）

大学の教育課程は、専門科目、基礎教育科目、外国語科目の大きく３つ
に分かれており、それぞれに卒業要件が設定されている。

各要件を満たした上で124単位以上修得しなければいけない

これが卒業要件



教育課程における科目区分は、必修科目、選択必修科目、選択科目とある
が、商学部では、必修科目は設定しておらず、選択必修科目と選択科目で
構成されている。

必修科目：必ず修得しないといけない科目

選択必修科目：指定された科目の中から定められた単位数を修得しないといけな
い科目（定められた単位以上修得した場合は、選択科目として加
算される）

選択科目：必修、選択必修の指定がない科目

教育課程・卒業要件について



卒業要件について（コース科目：選択必修科目）

企業経営コース所属の場合

①

②

③

④

⑤

選択必修科目は、赤網掛けの42単位
（20科目）。そのうち、①26単位以上
修得しないといけない。26単位を超え
た分は、以下の②から⑤の順に加算さ
れる。
②コース選択科目８単位
③さらに学系から６単位
④さらに専門科目から24単位
⑤さらに専門科目、基礎教育科目、外
国語科目から20単位

②コース選択科目8単位＝
コース科目34単位－選択必修26単位



卒業要件について（コース科目：選択科目）

企業経営コース所属の場合

②

③

④

コース選択科目は、青色網掛けの11科
目と、選択必修科目で26単位を超えて
修得した科目となる。①コースの選択
科目８単位を満たしたあとは、以下の
②～④の順に加算される。
②さらに学系から６単位
③さらに専門科目から24単位
④さらに専門科目、基礎教育科目、外
国語科目から20単位

①



卒業要件について（学系科目）

企業経営コース所属の場合

①

②

③

学系科目は、緑色網掛けの科目と、
コース科目で34単位を超えて修得した
科目となる。①学系科目６単位を満た
したあとは、以下の②、③の順に加算
される。
②さらに専門科目から24単位
③さらに専門科目、基礎教育科目、外
国語科目から20単位



卒業要件について（実践力育成科目）

実践力育成科目（紫網掛け）は、22科
目から①12単位以上修得しないといけ
ない。12単位を超えて修得した単位は、
以下の②、③の順に加算される。
②さらに専門科目から24単位
③さらに専門科目、基礎教育科目、外
国語科目から20単位

全員共通

①

② ③



卒業要件について（資格関連科目）

資格関連科目（オレンジ網掛け）は、
17科目から①４単位以上修得しないと
いけない。４単位を超えて修得した単
位は、以下の②、③の順に加算される。
②さらに専門科目から24単位
③さらに専門科目、基礎教育科目、外
国語科目から20単位

全員共通

①

②
③



卒業要件について（資格関連科目）

資格関連科目の卒業要件４単位は、資格の単位認定で満たす
こともできます。

【資格の単位認定について】

学生便覧P.104,105に該当する資格を取得した場合に、卒業に必要な単位
として認定される制度があります。

①入学前に、取得している資格。
②大学在学中に、取得した資格。

【申請時期】
６月中旬と12月初旬の年２回、申請をする時期があります。詳細は
K’sLife等で通知します。

例）
●日商簿記２級・・・２単位
●ﾋﾞｼﾞﾈｽ能力検定ｼﾞｮﾌﾞﾊﾟｽ試験１級・・・４単位
●TOEIC560点以上・・・４単位
●中国語検定試験２級・・・２単位

資格関連科目として認定

外国語科目として認定

P.104：資格関連科目
P.105：外国語科目



卒業要件について（ゼミナール科目）

ゼミナール科目は、①さらに専門科目
から24単位以上に加算される。24単位
を超えた分は、②さらに専門科目、基
礎教育科目、外国語科目から20単位に
加算される。

※基礎ゼミナールは、基礎教育科目の
ため、専門科目の卒業要件には含まれ
ない。

全員共通

②

①



卒業要件について
.

この枠内から

6単位以上

必要単位を

越えたら

右側に加算

この枠内から

12単位以上

この枠内から

4単位以上

必要単位を

越えたら

右側に加算

【例】経営管理学系

企業経営コースの場合

この枠内から34単位以上
※そのうち選択必修科目（〇・□・△）

26単位以上



卒業要件について（卒業に必要な授業科目及び単位数＆成績原簿）

専門科目は、( )の数字を満たした上で、①～④を合計して80単位以上
修得したらOK！

卒業に必要な授業科目及び単位数（別表第10）

① ② ③ ④

成績原簿の下表



成績原簿の見方（企業経営コース3年生A君のケース）

それぞれの修得した
単位数である。

下表の修得した単位と☆の単位数を足すと、修得予定
の単位数が計算できる。

例）履修中である、コース選択科目５科目10単位、
学系科目3科目6単位を全て修得した場合。

選択必修34単位（修得済）+コース選択科目10単位
(予定)＝コース科目44単位

→①コース科目の要件は34単位なのでオーバーする10
単位のうち6単位は学系科目40単位に、残りの4単位
は専門選択科目（さらに専門科目24単位）として
計算する。

②続いて、学系科目の履修中である3科目6単位につ
いては、すでに学系科目40単位の要件は満たして
いるので専門選択科目（さらに専門科目24単位）
として計算する。

ちなみに、専門選択科目（さらに専門科目24単位）
は、6単位修得済みで、2科目6単位履修中であるた
め、①、②と合わせると、
修得済み6単位+履修中6単位+①4単位+②6単位
＝22単位(修得予定)となる。

評価欄に☆が付いてい
る科目は、現在履修登
録している科目である。



時間割の作り方について

時間割を作る際は、

いきなり履修登録画面から科目を選ぶのではなく、

時間割表を見て、自分が取らなければいけない科目、

取りたい科目がいつ開講されているかを確認して、

履修登録をしましょう。

※シラバスで授業内容、評価方法、受講制限等を要確認

卒業要件を理解した後は、時間割の作り方



時間割表の見方

時間割表は、教務部ホームページ
からダウンロードできます。

教務部HP→学部別ページ→商学
部→授業時間割



時間割表の見方

各科目が、どの卒業要件区分なの
かが分かるように、科目名の上に、
区分を書いているので参考にして
ください。



K’slifeの時間割の見方

専門①
→コース科目（選択必修・選択）、
学系科目

専門②
→実践力育成科目、資格関連科目

専門③
→専門選択科目(さらに専門科目)
（ゼミ、他学系科目）



履修登録のポイント（１年次） ※教務ガイダンス資料抜粋



履修登録のポイント（２年次） ※教務ガイダンス資料抜粋



履修登録のポイント（３年次） ※教務ガイダンス資料抜粋



最後に

１･２年次で順調に単位を修得出来れば、
３年次、４年次と徐々に自由に使える時間が増える。

1・２年次で単位を落とした分は、
後に負担が来る（自由に使える時間が無くなる）。

大学生は、時間の使い方が重要！！

【１年間の履修制限単位数】
20CB：44単位 19CB・18CB：48単位 ※集中講義は履修制限から除く

2年次

88(44+44)

96(48+48)

4年次

124(116+8)

124(116+8)

124(93+31)

20CB

19CB

18CB

毎年31単

位の場合

31 62(31+31)

３年次

116(88+28)

116(96+20)

93(62+31)

1年次

44

48

１･２年次

低修得単位の

場合

20 40(20+20) 82(40+42) 124(82+42)



商学部担当：植村、阿部

☎０９２－６７３－５５９７

分からないことがあるときは、こちらまで！！

※分からないことを分からないままにしないこと！


